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高密度液体 の freevolume解 析
- Softcoresystem -
京大 ･工 市 村 孝 雄
古典液体のセル理論では,周期的平均分子場中での 1粒子分配関数 Ql の積で分配関








計贋機実験からpickupした平衡状態にあるN粒子の配位 iRa)について, i 番粒
子の CurrentfreevolumeVfi を次式で定義する.






p -NN , T′-kT./Lデ, P*- (E/kT)4po3.
〟 TT β* phase
1 0.6 0.627 0.674 liquid
2 0.7 0.557 0.810 liquid
3 0.8 0.501 0.951 liqlid
4 0.9 0.423 1.116 liquid
5 1.0 0.531 1.172 liquid









と評価する｡ fm は,一様乱数によるサンプル座榛の三成分を表わす｡積分の W 依存
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を導入するG 但し, a)0- 0･4V,△帖 0･1Vo 甲iは, 符i-△u/a)o(P*-0),
符i-0(p*--)を満たすo
この時,qi<符Oを満たす粒子のフラクションを,qo をパラメーターとして,無次
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図5 自由エネルギー 図6 状態方程式
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B6
濃厚 コロイ ド系における偏析現象
東教大光研 蓮 精
偏析は,わづかに不純物を含んだ系が結晶する場合,殆ど必ず起る現象である｡つま
り結晶化に際し不純物が結晶から押し出されてしまう｡単分散コロイ ドの結晶化におい
ても同様な現象が見られ,しかも,それが斥力相互作用の下で起るので,この偏析は恐
らく,配位的なエントロピー 効果によって起っているのであろうと思われる0
現在の所,甚だ定性的な観察を行ったのみであるが,ここに写真によって説明する｡
実験は甚だ単純である.乳化重合操作での失敗のため,大型 (径 2-6p)の粒子を
含んでしまった,単分散ラテックス(径 1p)の沈降を,底面を透して顕微鏡で観察し
た.セルは図1に示す如き寸法である. このセルに2%位の粒子濃度で,イオン濃度は
10~5mal｡S/瑠 (この濃度ではコロイ ド相互作用は斥力のみ)のラテックスを入れ,顔
微鏡のステージにのせて観察を続ける.一週間で殆ど最終状態に到達する.その間,十
数回にわたり撮影した写真の中,主なものを図3,4,5(a),5(b),6に示す｡記入
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